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第1章　序 章

　日本語と韓国語のテンス・アスペクト形式，とりわけ「タ」と「銀」の用

法は以下に見るように，基本的なところにおいて概ね一致しており，いずれ

もすでに実現した事態に対して用いられ，「過去」あるいは「完了」を表す

とされる。

（1＞　a　昨日，映画を見た。

　　b　φ刈　噌叫暑　互飲舜．

　しかし，下記のような「タ」と「蝕」については，それがテンスを表すも

のだとは考え難い。
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〔
」

（しばらく母を探していて）ここにいたの。

φ71銀銀・窮．

（コーヒーを入れながら）あなたはブラックでしたね。

目芒暑召。隙ス1．

（クイズ番組の司会者）正解は，3番でした。（金水［！997］）

碧宕薯　3遇　01芳念瞬叫。

ターンの失敗がなかったら21秒台は出た。（寺村［1984］）

望司石q　唱朝フト　叡銀司瞬嘔　21蓋司セ…　身毅舜。

　このうち（2＞～㈲は，客観的事実としては「（母が）いる」「君はブラック

だ」「正解は3番である」のように現在形で述べられるべき事態である。

ヂタ」が付いているのは，それによってある種の「主観的」な意味が表され

ているからであると説明されることが多い（寺村［1984⊃。また，㈲の場合

も，仮想的意味が含まれている「タ」と言われている。
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さらに，日本語の「タ」について言えば，

（6）早く帰ったほうがいい。

（7＞明日，雨が降ったら，運動会は中止だ。

（8）　どいた，どいた。

などに典型的に見られるような，未実現事態に対して用いられる「タ」の用

法がある。

　一方，韓国語の「戴」にもまた，

いが，

日本語と用法が完全に一致する訳ではな

（9）司　。1刈　尋銀・屑．（お前は，もう殺されたぞ）

⑳　二三　司　鉄舜二丁，岳暑郵ゼ　三二叫．（慶尚方言，

　　味］）

［例（7）と同じ意

などのように，未実現事態に対して用いられる「胡込入」がある。これら多様な

「タ」と「銀」用法についても，テンスを表すものであるとは言い難い。

　本研究では，テンス・アスペクト・ムードの「タ」と「萌λ《」および未実現

事態に対して用いられる（1）～⑳）の「タ」と「銀」すべてが，話者の「完了二

言制を表す心的表示であると考える。とりわけ，多様なムードの一つとして

簡単にしか扱われず，詳細な記述研究がなされていない，未実現事態に対し

て用いられる「タ」「餓」の現象について重点的に考察を行う。

　従来のテンス・アスペクトでは説明しきれなかったムード的な「タ」を含

むこれらの未実現事態に対して用いられる「タ」「銀」の現象は，典型的な

「過去・完了」用法とどのように統…一的に説明できるだろうか。本研究では，

メンタル・スペース理論に基づく考察から，「タ」「銀」に対して「話者の認

識マーカー」としての統一的な解釈を与えている。その際，日本語の「タ」
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を申心的に考察しながら，韓国語の「戴」についても対照分析を行うこと

で，話者の「完了認識」における言語差をも考察する語用論的分析を行って

いる。

　メンタル・スペース理論では，談話の流れに沿って状況や知識が動的に変

化する様子を明示的に捉えることができ，また，話者の心的状態を外的世界

とは独立の構築物として表現することもできるので，この理論は，「タ」

「銀」の意味特徴を取り出すのに適した理論であると言えよう。「タ」「銀」

形式をこのメンタル・スペース理論に関連づけて考察することで，従来のテ

ンス・アスペクト理論の「過去・完了」ではどうしても説明しきれなかった

多義的「タ」「銀」をも，「過去・完了」と同様に話者の視点に基づく主観的

な「完了認識」の表示であると考えた。

　ここで，話者の「完了認識」が付与される心的スペースは，現実世界とは

独立して構築されると考えるのである。簡単にいえば，過去の現実の事態を

発話時において語るためには，過去の現実に対応する過去の心的スペースを

設定しなければならない。この過去スペースは，現在の現実に対応する現在

スペースとも区別される。我々は現実の時間の流れの中を行き来することは

できないが，心的スペースにおける現在スペース，過去スペースの問ではそ

れが可能になる。

　このように心的スペースは現実世界とは独立している。そのため，スペー

スにおける時間の設定やその流れも現実世界とは独立していると言えよう。

そして，すでに終わった過去事態に対して心的レベルの完了認識が発話に表

示されたのが，一般に言う回想の「タ」「銀」である。

　このようなことは，未実現の事態に対しても言える。たとえば，ある未実

現事態が存在し，その事態が限界達成に向けて進行する際に，話者は現実世

界の状況や情報をもとに，心的スペースを構築する。心的スペースにおいて

は，いくつかのシナリオが存在する。心的スペースの時間の流れは現実世界

の時下の流れとは独立しているため，話者は心的スペースにおける時間の流

れをスキャンする事もできる。現実世界からの情報の変化を動的に取り入れ
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ながら，心的スペースにおけるシナリオの数は収敏される。さらに話者は，

そのシナリオが限界達成に至る時点までも先走ることができる。その限界達

成後のスペースに話者視点を移すことで「完了」を認識する。この心的レベ

ルでの「完了認識」が発話に表示されたのが未実現事態に用いられる「タ」

「戴」形である。

　こうしたスペース的解釈によって，いかなる心的スペースにおいても，話

者は時間的制限を克服した発話を導くことができる。心的スペースにおいて

話者視点を移動し，完了を認識さえすれば，「タ」「銀」形の発話が成立する

のである。

　以上のように考えることで，テンス・アスペクト説の「過去・完了」を含

めて，多義的意味の「タ」「餓」や，さらには，未実現事態に対して用いら

れる「タ」「銀」についても，話者の「完了認識」における心的表示として

の「タ」「餓」であると統一的に説明することができる。このことは，「タ」

「①込《」をテンス・アスペクト的なものとしてではなく，儲者認識マーカー」

として位置づけることを意味している。

　本研究の全体構成は次のとおりである。

　まず，第2章において，従来の「タ」の研究をふまえるとともに，フォコ

ニエのメンタル・スペース理論を概観する。さらに，従来の過去・完了にお

ける「タ」の現象を本研究のメンタル・スペースの立場から再照射すること

で，「タ」は話者の「完了認識」の心的表示であることを確認する。

　第3章においては，実現が確実と思われる近未来の事態に用いられる

「タ」「銀」の現象を指摘・考察する。ここでは，未実現事態に対して「タ」

「胡込入」が発話されうるプロセスを，メンタル・スペースの概念に基づく話者

の事態認識構造として把握することで，「タ」「銀」が話者の「完了認識」を

表す「心的パーフェクト」の表示であると解釈する。

　また，これらの未実現事態に対して，話者の「完了認識」による「心的

パーフェクト」が言語表示として発話される許容範囲についても考察を行
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い，受験の当落，意思決定に関するもの，勝敗を決めるゲームなどで実例が

見つかりやすいこと，かつそれが動詞の意味性質とも関連していることを指

摘した上で，日本語と韓国語においては語用論的相違が存在することを示

す。

　例えば，登山で遭難中，レスキュー隊が現れたときの「助かったぞ。」と

いう発話を考えてみよう。これは，まだ助かっていない時点にいながら，話

者が聞もない近未来に助かることを確信した結果，「心的パーフェクト」を

表す話者の「認識マーカー」としての「タ」「銀」を発話に表示するに至っ

た例である。

　第4章では，「この本を読んだほうがいいよ。」などに使われている「タほ

うがいい」を「ルほうがいい」と対照しながら意味記述する。「ほうがい

い」という心的レベルの仮想世界において，「ルほうがいい」は…般論的選

択として同等価値のシナリオを想定するのに対し，「タほうがいい」は事態

の個別的選択を表すもので，特定シナリオのみを想定し，その特定シナリオ

の完了後に話者視点が置かれていると解釈する。こうしたスペース的解釈に

よって，「タほうがいい」に使われている「タ」は話者の「完了認識」を反

映している心的表示の「タ」として体系化される。

　さらに，日本語の仮定条件文「彼が来たら，ここを出ましょう。」などに

使われる「タ」の現象の説明にも，スペース的解釈としてのメンタル・ス

ペース理論が有用であることが知られている。第5章では，日本語と韓国語

の条件文における「タ」と「銀」について同様なスペース的観点をとり入れ

た解釈を行う。具体的には，日本語のタラ条件文に対応するスタンダード韓

国語と慶尚方言の韓国語の条件形式を考察し，条件節内の「タ」が特定ス

ペース内において「完了」性を内在していることを韓国語「銀」との対照か

ら検証する。

　最終章では，全体の議論を総括すると同時に，メンタル・スペース理論

の導入により可能となった「タ」の統一的説明を本研究の貢献として述べ

る。さらに，今後の研究課題を提示する。
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